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給付金、届きましたか？
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全市民にひとり10万円を支給する「特別定額給付金」。鈴鹿市では5月13

日の臨時議会でコロナ対策の補正予算を可決、市内全世帯へ19日から申請

書の郵送を開始し、わが家には23日に届きました。折り返し申請書を記入

した方から市役所に毎日、山のように届く申請書類を、特設された「給付金

室」のスタッフが、受け付け・審査し、まとめて口座に振込む作業がいま続

けられています。

6月4日には第2回目の振込がされますが、処理スピードが間に合わないと

翌週に回ります。まだ届かない方は、もう少しお待ちください。また、申請

書に不備がある方には、（詐欺の防止のため）電話ではなく郵送で問い合わ

せがあり、それからの振込になるので遅れます。これから申請する方は、本

人証明と振込口座の書類コピーなど確認をお忘れなく。

10万円の給付金を受け取るのは、国民の権利です

今回の給付金の予算は鈴鹿市で約200億円（10万円×20万人）、本年度

の一般会計当初予算645億円が、コロナ関係の補正予算（第1~3号）も入れ

ると866億円（34%増）に膨れ上がります。この数字を見て、市財政は大丈

夫かとの声もありますが、心配には及びません。

①200億円は全額が国から出るもので、3号補正までの総額で「国庫支出金」

は210億円の増、市の「財政調整基金」からの繰り入れ増は８億円で、そ

れも国からの交付金が追加されれば減額になるかもしれません。

②もともと安倍首相は、昨年10月の消費税増税のとき、「リーマンショッ

ク級の経済不況が来たら増税はしません」と明言していました。「コロナ

ショック」は、リーマン級どころではなく、直ちに減税すべき情勢です。

③市民の皆さんへの影響は様々ですが、所得税・市民税がかからない低所得

の方でも、実は消費税10%を毎日負担しています。最低限度の生活水準

（月10万円程度）の方でも、消費税年額12万円も負担しているのです。今

回の10万円は、払った消費税の返還と考えれば、当然の国民の権利です。
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1万円得するプレミア付商品券を販売

市のコロナ対策事業の第２弾として、プレミア付商品券（鈴鹿まるごと応

援券すずまる）が、４日の市議会本会議で補正予算（第２号）として即決さ

れる予定です。その仕組みと流れは、次のとおりです。

◎この目的は、コロナの影響を受けた店での消費を促進すること。

◎市民は最大2万円で3万円分の買い物ができ、1万円の得になります。

◎発行冊数は8万冊、購入できるのは1人4冊まで。2万人分以上あります。

◎事業は鈴鹿商工会議所に委託して行なわれます。

①商品券の購入を申し込む ７月１日～20日
◎用紙は市広報６月20日号、市民センターなどで取れます。

◎応募が多いときは抽選で決定⇒購入引換ハガキで通知 8月3~4日

②１冊7,500円の商品券を5,000円で販売（１人４冊まで）
◎市内の金融機関で、引換ハガキと現金で購入 8月7日～11月1日

③市内事業者(応募した者）で消費 8月7日～R３年９月末まで
◎コンビニ、スーパー、ドラッグストア、量販店は除く

学校トイレ洋式化、４校の工事追加

小中学校トイレ改修事業の本年度予定が２校だったのが、国の補助が拡充

され来年度予定の４校を前倒し追加、合計６校になります。

◎当初予算で工事予定の学校 桜島小 神戸小

◎補正予算で追加された学校 明生小 箕田小 栄小 鼓ヶ浦小

小中全学年に１人１台のタブレット
配備を前倒し

市内の小中学校の全児童生徒に１人１台のタブレット端末配備も、国の予

算追加によって、いっきに前倒し、全員分の配備完了となりました。

◎当初予算での配備 小５、６年 中１年

◎追加予算での配備 小１，２，３，４年 中２，３年
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文教環境委とコロナ特別委に所属

５月臨時議会が13日･19日に開かれました。13日には特別定額給付金の支

給や、小規模事業者への休業協力金(50万円、県と市が２分の1折半）など、

緊急のコロナ対策補正予算を議決しました。

また13日には正副議長の改選が行なわれ、19日には各委員会などへの議

員の所属、監査委員の選任が行なわれました。本年度の議会３役、日本共産

党市議団の委員会所属は、以下のとおりです。（敬称略）

◎議長 大杉吉包 ◎副議長 南条雄士 ◎監査委員 船間涼子

【日本共産党市議団の所属】

◎石田秀三議員 文教環境常任委員会

新型コロナウィルス感染症対策特別委員会

◎高橋さつき議員 社会福祉常任委員会

鈴鹿亀山地区広域連合議会

新型コロナ対策特別委員会を設置

６月議会に限り、一般質問は行わないことに

市議会の定例議会では、各議員が市政全般について質問できる「一般質問」

が行なわれますが、この６月定例会では行わないことが、議会運営委員会で

多数決で決定されました。市執行部が特定定額給付金をはじめとするコロナ

対策の事務事業に取り組んで多忙な中であることを理由として、６月議会に

限り「自粛」するものです。(共産党市議団は、行なうべきと意見を出しました。）

一方、市政各部局にわたりコロナ対策の施策が緊急・大規模に行われるこ

とに対応し、議会としても総合的な取り組みや対策について集中的に論議す

るための「新型コロナウィルス感染症対策特別委員会」が、委員８人で設置

され、日本共産党からは石田議員が委員に入りました。

【市議会テレビ中継のお知らせ】ＣＮＳ112chで放映されます。

６月12日(金)午前10時より 本会議（議案質疑）
午後１時より コロナ対策特別委員会



「マスク」について考える
ずいそう
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コロナ感染防止のため、みんなが一日中マスクをつけて生活するのが普通

になっています。うっかりマスクするのを忘れて店に入ったりすると、何か

人から白い目で見られてるような気がして、超短時間で出てしまいます。

また朝夕の犬の散歩の時でも、田舎道で誰にも会わないのにマスクしてい

る人もけっこういて、日本人の真面目さなのか、同調圧力に用心しているの

か、妙に感心してしまいます。

近ごろは、白いマスクだけでなく色も柄もとりどり、手作りマスクも一種

のブームになってきて、街を歩くとしゃれたマスクファッションに出会えて

楽しいですが、ひょっとしてコロナが収束しても化粧マスクは残るんではな

いか？世の女性がみんな、年中マスクで顔を隠して出歩くのではないか、す

ると化粧品屋さんはどうなるんだろうかと、心配にすらなってきます。

マスクとは？＝身を守るもの＝正体を隠すもの

子どものころ、家にテレビが入って夢中になって見ていた番組「まぼろし

探偵」(1959~60)。少女の吉永小百合が出ていて、今も憶えている主題歌

“赤い帽子に黒マスク、黄色いマフラーなびかせて･･･”気になって調べてみ

ると「黒マスク」は、鼻や口でなく目の周りを隠していたものでした。広辞

苑でマスクを引くと「仮面」との意味で、同じく当時の人気番組「月光仮面」

は、きちんと鼻と口を覆っていて現在の形に近いものでした。いずれにして

も共通するのは“マスク＝正体を隠すもの”という意味です。

一方、もう一つの意味は捕手がかぶる「キャッチャーマスク」やフェンシ

ングの面のような防具。身にかかる危険から守るために着けるもので、今の

ウィルス感染を防ぐマスクに通じます。

3つ目の意味は「甘いマスク」のように顔立ち、容貌を示す使い方。いい

マスクの俳優や歌手が、マスクして芝居したり歌ったりしても、果たして感

動しますか?その人の「表情」全体が感動を呼ぶのではないでしょうか。

私のように全然「密」でない田舎に住んでいる者は、マスクという窮屈な

ものがイヤで仕方ないのです。一日も早くコロナ禍が収まって、元のように

皆が素顔で楽しく交流できる「普通の生活」を取り戻したいと切望します。


